
開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30腎臓② 性ホルモンと内分泌器のまとめ

評

価

法

授業態度5％（積極的に授業に参加しているか。不要な私語や携帯電話の利用がないか。）

定期試験80%

呼吸器のまとめ 下垂体

泌尿器の機能と構造 松果体・甲状腺・上皮招待

腎臓① 副腎・膵臓

喉頭・期間 膣・外陰部・女性ホルモン

肺 生殖器のまとめ

縦隔 内分泌器の構造と働き

腹膜・消化管のまとめ 陰茎・陰嚢など

呼吸器の構造と機能 卵巣

鼻道・咽頭 卵管・子宮

口腔・食道 泌尿器のまとめ

胃・腸 生殖器の構造と働き

肝臓・胆嚢 精巣と精管

授業概要 授業概要

内臓系̲総論 尿管・膀胱

消化管の構造と働き 尿道

全国柔道整復学校協会監修教科書解剖学 行う必要がある

解剖学Ⅲ 夜間部 60（２）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

基本は講義中心ですが、資料（プリントなど）配布や理解度確認テストを行い、知識の統合・展開を図り

ます。講義では人体の構造を様々な構成レベル（階層性や器官系）に分解して、正常状態においてそれぞ

れがどのような役割を果たしているのか、またどのように協調してはたらくのかを学びます。

【到達目標】

人体の正常状態における器官系を基とした構造の知識を通じ、どのように生きているのかについて学ぶ。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

土谷昌広

2022年度 シラバス

授業科目名 ３学年 前期/後期指導担当者名

講義

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

16．感覚の生理学 生理学と関連領域の総復習

16．感覚の生理学 生理学と関連領域の総復習

評

価

法

前期・後期の定期試験によって行う（４肢択一・択二式）。

※上部記載の時間数（単位）は通年のものである。

７．体温とその調節 生理学と関連領域の総復習

16．感覚の生理学 生理学と関連領域の総復習

16．感覚の生理学 生理学と関連領域の総復習

８．尿の生成と排泄 生理学と関連領域の総復習

８．尿の生成と排泄 生理学と関連領域の総復習

７．体温とその調節 生理学と関連領域の総復習

５．消化と吸収 生理学と関連領域の総復習

５．消化と吸収 生理学と関連領域の総復習

８．尿の生成と排泄 生理学と関連領域の総復習

５．消化と吸収 生理学と関連領域の総復習

５．消化と吸収 生理学と関連領域の総復習

５．消化と吸収 生理学と関連領域の総復習

教科書： 全国柔道整復学校協会監修 生理学（改

訂第３版）

次時予告に従い教科書に目を通しておく。また授業時の

確認テストを復習に活用する。

授業概要 授業概要

５．消化と吸収 生理学と関連領域の総復習

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

柔道整復師として必要な身体の機能・機序を幅広く理解する。３年生の解剖学IIIで学習する内臓学の進行状況を踏まえ，消化と吸

収，尿の生成と排泄についてその機能と調節メカニズムを学ぶ。また恒常性の維持に関係の深い体温の機能と調節機序を学習する．

最後に内部環境と外部環境を知る機能である「感覚」の生理学を学習する。

【到達目標】

◎ 消化管の運動とその調節を説明できる。

◎ 消化液の分泌機序，消化液の作用と栄養素の吸収機序を説明できる。

◎ 消化管ホルモンの特徴と作用，分泌機序を説明できる。

◎ 肝臓の機能と胆汁の機能を説明できる。

◎ ヒト体温の特性，生理的変動，調節機序を説明できる。

◎ 体熱の産生と放散の機序を説明できる。

◎ 汗の機能を説明できる。

◎ 異常体温とその回復機構を説明できる。

◎ 体温の気候順化を説明できる。

◎ 腎臓の構造と機能，腎機能の評価方法を説明できる。

◎ ネフロンでのろ過，再吸収，分泌機序を説明できる。

◎ 排尿の機序を説明できる。

◎ 感覚の一般的性質を説明できる。

◎ 体性感覚，内臓感覚，特殊感覚の受容と伝達を説明できる。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

2022年度 シラバス

授業科目名 3学年 指導担当者名

講義

前期/後期

生理学Ⅲ 夜間部 波田野悠夏／鈴木敏彦 60（２）

仙台接骨医療専門学校仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

一般臨床医学各論基礎Ⅰ

一般臨床医学各論基礎Ⅱ

評

価

法

教務で定める定期試験の成績による

神経系疾患Ⅰ

神経系疾患Ⅱ

神経系疾患Ⅲ

中間試験

感染症Ⅰ

感染症Ⅱ

膠原病Ⅱ

腎・尿路疾患Ⅰ

腎・尿路疾患Ⅱ

血液疾患Ⅱ

血液疾患Ⅲ

膠原病Ⅰ

一般臨床医学（改訂第3版） 教科書・授業プリントを用いた復習

授業概要 授業概要

血液疾患Ⅰ

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

 各種疾患に関わる医学の基礎知識を身につける。さらに、得られた医学知識が本科の医学知識が柔整臨床に

どのように関係するか、どう生かされるべきかを考える。

【到達目標】

種々の疾患の医学基礎を習得する。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

2022年度 シラバス

授業科目名 ３学年 指導担当者名

講義

前期/後期

一般臨床医学Ⅱ 夜間部 小野 栄夫 30(1)

仙台接骨医療専門学校仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

宇都宮昭裕

【使用教材、参考文献等】

外科学概論（南江堂）、国家試験問題集、他

【準備学習・時間外学習】

講師所蔵の写真資料・外科ビデオ供覧、他

３学年

夜間部

授業科目名

外科学概論

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

柔道整復師に必要な外科学の基礎知識を学習する。教科書（南江堂・外科学概論・改訂第4版）を元に、資料

を用いてその内容を掘り下げ知識を確実なものとしていく。練習問題にて理解度を確認する。

【到達目標】

柔道整復師国家試験合格と生涯に渡り役立つ外科学知識を習得する。

講義

指導担当者名 

60（２）

前期/後期

２０２２年度 シラバス

ショック②（練習問題、解説）

授業概要 授業概要

損傷①（分類、診断）

損傷②（治癒経過、治療、熱傷）

損傷③（練習問題、解説）

炎症・外科感染症①（分類、診断）

炎症・外科感染症②（治療）

炎症・外科感染症③（練習問題、解説）

腫瘍①（概念、分類、診断、治療）

腫瘍②（練習問題）

ショック①（病態、治療）

麻酔①（概要、分類、方法）

移植・免疫（分類、方法、練習問題）

出血・止血①（分類、診断、治療）

甲状腺・頸部疾患・乳腺疾患（診断、治療）

出血・止血②（練習問題）

心肺蘇生法（方法、練習問題）

脳神経外科疾患①（症候、診断）

脳神経外科疾患②（診断、治療）

脳神経外科疾患③（練習問題、解説）

腹部外科疾患②（練習問題、解説）

評

価

法

前期2回と後期2回、計4回のマークシート方式による試験にて学習到達度を計る

手術（練習問題、解説）

輸血・輸液①（分類、適応）

輸血・輸液②（練習問題、解説）

消毒・滅菌（各種方法、練習問題）

手術（分類、方法）

胸壁・呼吸器・心臓疾患①（診断、治療）

胸壁・呼吸器・心臓疾患②（練習問題、解説）

腹部外科疾患①（診断、治療）

麻酔②（適応、方法、合併症）

麻酔③（練習問題、解説）

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

講義

指導担当者名

小林 武

 障害者スポーツ

評

価

法

定期試験の点数（前期：50％、後期：50％）で評価する。

 リハビリテーション治療技術-１

 リハビリテーション障害学と治療学-３

 リハビリテーション障害学と治療学-４

 リハビリテーション障害学と治療学-５

 リハビリテーション医学の関連職種

 運動器のリハビリテーション-４

 運動器のリハビリテーション-５

 リハビリテーションと福祉

 リハビリテーション治療技術-３

 リハビリテーション治療技術-４

 リハビリテーション治療技術-５

 高齢者のリハビリテーション-１

 運動器のリハビリテーション-３

 高齢者のリハビリテーション-２

 高齢者のリハビリテーション-３

 高齢者のリハビリテーション-４

 運動器のリハビリテーション-１

 運動器のリハビリテーション-２

60（２）

前期/後期

2022年度 シラバス

 リハビリテーション障害学と治療学-２

授業概要 授業概要

 リハビリテーションの概念

 リハビリテーションの対象と障害者の実態

 障害の階層とアプローチ-１

 障害の階層とアプローチ-２

 リハビリテーション評価学-１

 リハビリテーション評価学-２

 リハビリテーション評価学-３

 リハビリテーション評価学-４

 リハビリテーション障害学と治療学-１

 リハビリテーション治療技術-２

【使用教材、参考文献等】

学校指定の書籍を使用する

【準備学習・時間外学習】

各回の予習・復習に各90分が必要である

３学年

夜間部

授業科目名

リハビリテーション医学

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

リハビリテーションの目標は、障害を持つ人々が身体的、精神的、社会的、職業的、経済的に最大の能力に達するまで回復させるこ

とである。そのため、評価、目標設定、介入計画立案、介入の実践、帰結評価という過程を繰り返すことになる。本講義では、多様

な疾患の医学的リハビリテーションに携わった経験のある理学療法士が、リハビリテーション医学の概念、対象、評価、介入方法と

その適度などについて教授する。

【到達目標】

リハビリテーション医学の概念、歴史、対象、評価、介入方法とその適用について説明できる。各種の疾患・障害

における具体的なリハビリテーションを説明できる。

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30授業１２−14復習

評

価

法

授業１、７、１２以外は毎回、小テスト＋解説を行う、小テストは評価に含めない。

７ 病的骨折および脱臼 ＋ 中間テスト②

１０ 呼吸運動障害を伴う損傷、11 内臓損傷の合併が疑われる損傷

12 高エネルギー外傷／ショックの病態

６ 外出血を伴う損傷

９ 脊髄症状のある損傷

授業７−1０復習

授業１−5復習

５ 脱臼骨折 ＋ 中間テスト①

８ 意識障害を伴う損傷

4,C.D 化膿性の炎症、軟部組織の圧迫損傷 

３ 血流障害を伴う損傷

４ 末梢神経損傷を伴う損傷

授業概要 授業概要

2,A 内臓疾患の投影を疑う疼痛

3,B 腰痛を伴う疾患 

医療の中の柔道整復、標準整形外科、year note

柔道整復術の適応 夜間部 30（２）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

本授業を通して、医療現場における症状やその病態特性を理解し、特に救急現場や外傷時に適切な初期対

応、必要に応じて医療機関への搬送などの適切な処置ができるように学習する。

【到達目標】

上記学習と応用

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

2022年度 シラバス

授業科目名 ３学年 前期指導担当者名

講義
島谷蘭子

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

評

価

法

評価は、前期・後期

学則規定に準ずる

第５章施術所

施術所の開設、休止等の要件を知る
Ｅ個人情報の適切な取扱いについてガイドラインを理解する。

第５章施術所

施術所の構造設備基準を知る

⽇本国憲法（抜粋）（第３章）国⺠の権利及び義務理解度を

深める

第６章雑則

広告制限について理解する
総復習

第３章柔道整復師国家試験

国家試験資格について理解する。

Ｃ社会福祉関係法規   社会福祉法の概要を知る。

業務遂行に当たり社会福祉の意義を説明出来る。

第４章業務

柔道整復師の業務、範について説明することができる

Ｄ社会保険関係法規

健康保険法と国⺠健康法の差異を理解する。介護保険。

第４章業務

施術の制限について説明。医師の同意・守秘義務を理解する
Ｅその他関係法規 個人情報保護の概要と定義を知る

第２章免許

免許証及び免許証明書各種申請方法について理解する

Ａ医療従事者の資格法

医療従事者の業務の差異を知る

第2章免許

各簿登録について理解する。行政手続法による行政処分について

Ｂ医療法      医療法の概要について説明出る。

医療制限について理解する。病院等の定義を知る。

第３章柔道整復師国家試験

国試の内容、実施、方法

Ｂ医療法

広告の制限、医療安全管理、医療機関の開設、休止。

第１章総則 定義の説明 第８章指定登録機関と指定試験機関の規定を知る

第２章免許

柔道整復師免許の意義、効力について理解する
第９章免許の特例について知る

第２章免許

免許を受ける為の要件を理解し説明出来るように

Ⅲ関係法規 医師法⻭科医師法

医師法の概要が説明出来る。医師の免許と業務について

Ⅰ序論、法の意義

柔道整復の業務に必要な法を学ぶ成文法の種類、優劣順序

第６章雑則

施術所の名称制限について理解する

インフォームドコンセント

概要と必要性理解する、医療事故とリスクマネジメント等

第７章罰則

罪刑法定主義について理解する。各罰則について理解する

Ⅱ柔道整復法とその関連内容

柔道整復師法の目的を理解させる

第７章罰則

両罰規定について理解する

柔道整復師は、医学的知識の習得はもとより、医療制限全般に係わる法令を熟知すること。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

関係法規（医⻭薬出版） 法律は難しい言語が多い復習すること臨む

授業概要 授業概要

60（２）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

医療の一端を担う柔道整復師は医療制度の中で医事法規、社会保障制度を十分理解し、その職責をまっとうするこ

と。

【到達目標】

2022年度 シラバス

授業科目名 ３学年 指導担当者名

講義

前期/後期

関係法規 夜間部 島谷 夕美

仙台接骨医療専門学校仙台接骨医療専門学校仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

公衆衛生学 夜間部 60（2）

2022年度 シラバス

授業科目名 3学年 前期/後期指導担当者名

講義

土門ひと美

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

『公衆衛生学』に出てくる統計を、ただ単に数字の推移をみるのではなく、その背景にある保健医療や   生活

環境をしっかり理解し、読み解けるようにする。

【到達目標】

『公衆衛生学』に興味を持ち、柔道整復師として必要な『衛生学・公衆衛生学』の基本的な知識の習得を行い、地域社会に貢献できるようにする。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

『衛生学・公衆衛生学』 南江堂  『公衆衛生が

⾒える2021〜2022』Medic Media       シ

日々のニュースからも公衆衛生学に関する情報を得る

授業概要 授業概要

⺟⼦保健① 地域保健と国際保健➁

⺟⼦保健➁ 衛生行政と保健医療の制度①

学校保健① 衛生行政と保健医療の制度➁

学校保健➁ 衛生行政と保健医療の制度➂

学校保健③ 医療の倫理と安全の確保①

産業保健① 医療の倫理と安全の確保②

産業保健➁ 疫学①

産業保健➂ 疫学➁

成人・高齢者保健① 国家試験対策①

成人・高齢者保健➁ 国家試験対策②

成人・高齢者保健➂ 国家試験対策③

成人・高齢者保健④ 国家試験対策④

精神保健① 国家試験対策⑤

精神保健➁ 国家試験対策⑥

地域保健と国際保健① 国家試験対策⑦

評

価

法

筆記試験

仙台接骨医療専門学校仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

投の形復習 投技（小内刈）

約束乱取 投技復習

評

価

法

実技試験（出席率・受講態度を総合的に含めて評価する）

内股 投技（大腰）

内股 投技（背負投）

投の形復習 投技（大内刈）

釣込腰 腰技（浮腰・払腰・釣込腰）復習

送足払 足技（送足払・支釣込足・内股）復習

支釣込足 足技（送足払・支釣込足・内股）復習

浮腰 手技（浮落・背負投・肩車）復習

払腰 手技（浮落・背負投・肩車）復習

釣込腰 腰技（浮腰・払腰・釣込腰）復習

背負投 約束乱取

肩車 認定実技試験動作手順

肩車 認定実技試験動作手順

昇段審査のための柔道の形入門（投の形）（柔の形） 大泉書店 次回の予習、授業で習った動作の確認。

授業概要 授業概要

浮落 約束乱取

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

柔道の歴史、柔道の意義と目的などを理解させたうえで、柔道の基本姿勢、礼法、受身、投技の習得と、認定

実技試験に向けての柔道の形（投の形）、約束乱取の習得を目的とする。

【到達目標】

投の形、投技の崩し、作り、掛け、受けという技の理合を習得させる。また、投技を用いて乱取を習得させる。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

【実務経験】仙台接骨医療専門学校付属接骨院（２００８年４⽉〜）

２０２２年度 シラバス

授業科目名 3学年 指導担当者名 前期/後期

柔道実技Ⅲ 夜間部 高橋 怜往 30（1）
実技

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

評

価

法

確認問題・定期試験・授業態度

筋の損傷

腱の損傷

腱の損傷

腱の損傷

復習問題

国家試験合格のための学習能力を習得する。

筋の損傷

柔道整復理論・柔道整復学実技・整形外科学など 授業の復習

授業概要 授業概要

ガイダンス

骨の損傷

骨の損傷

骨の損傷

骨の損傷

関節の損傷

関節の損傷

関節の損傷

筋の損傷

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

2022年度 シラバス

授業科目名 3学年 指導担当者名

講義

前期

基礎柔整Ⅲ 夜間部 佐藤 由奈 30（１）

【実務経験】おおはし整形外科医院勤務（2016．4〜2020．3） 仙台接骨医療専門学校付属接骨院（2020．4〜）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

１・２年生で習得した内容を復習し定着させたい。総論と各論を結びつけるようにする。

【到達目標】

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

2022年度 シラバス

授業科目名 ３学年 指導担当者名

講義

後期

基礎柔整Ⅲ 夜間部 佐藤 真希 30（1）

【実務経験】岩佐接骨院（1998年4⽉〜2002年３⽉）、仙台接骨医療専門学校付属接骨院（2002年４⽉〜）

国家試験合格にむけ総論を復習する。

【到達目標】

運動器ごとの組織特徴、症状、修復機序が理解できる。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

学校協会配布 柔道整復学 予習をするのが望ましい。

授業概要 授業概要

神経総論 神経総論

神経総論 神経総論

神経総論 神経総論

神経総論 神経総論

治療法 治療法

治療法 治療法

治療法 治療法

治療法 治療法

総論国家試験対策 総論国家試験対策

総論国家試験対策 総論国家試験対策

総論国家試験対策 総論国家試験対策

総論国家試験対策 総論国家試験対策

総論国家試験対策 総論国家試験対策

総論国家試験対策 総論国家試験対策

総論国家試験対策 総論国家試験対策

評

価

法

定期試験結果の他、小テスト、授業態度、欠席状況も評価とする。

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

各授業単元の教科書の記載ページ、配布資料に目を通しておくこと。

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

【実務経験】

2022年度 シラバス

授業科目名 3学年 指導担当者名 通年

臨床柔整ⅢA 夜間部 橋本 和弥 60（２）

講義

授業概要 授業概要

卒業後、永沼外科整形外科医院勤務（2015.4〜2016.2）

さとう接骨院（2016.4〜2019.3）

仙台接骨医療専門学校付属接骨院（2019.4〜）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

下肢の骨折・脱臼・軟部組織損傷は臨床上、症状残存で日常生活に大きく影響を与える部位あり、深く理解しなければならない重要な外傷である。

国家試験の向けて知識を深めていくことはもちろんだが、当該部位の損傷は整形疾患との鑑別を要するものや、臨床現場やスポーツ活動の場でも遭遇しやす

い外傷である。これらのことを念頭に置き柔道整復学各論や解剖学的特徴を理論的に学び、臨床現場で応用できる知識を身につける必要がある。本授業では

発生機序、症状および整復法を学び、国家試験に向け、また柔道整復師として臨床現場への応用につながる知識を身につける。

【到達目標】

国家試験に対応できる基礎知識を身につけるとともに、解剖学が学習に際して前提となるため、

部位別の機能解剖について学び、臨床現場で応用できる知識を身につける。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】
（社）全国柔道整復学校協会 監修『柔道整復学・理論編 改訂第５版』

（社）全国柔道整復学校協会 監修『柔道整復学・理論編 改訂第６版』

（社）全国柔道整復学校協会 監修『柔道整復学・実技編 改訂第２版』

（社）全国柔道整復学校協会 監修『解剖学 改訂第２版』

（社）全国柔道整復学校協会 監修『整形外科学 改訂第4版』

その他、授業内容に応じて資料を配布する。

ガイダンス、国家試験について 脛骨顆部骨折、顆間隆起骨折①

骨盤骨骨折、骨盤輪骨折① 脛骨顆部骨折、顆間隆起骨折①

骨盤骨骨折、骨盤輪骨折② 脛骨粗面骨折、腓骨頭単独骨折

大腿骨骨頭・頚部・転子部① 膝関節脱臼

大腿骨骨頭・頚部・転子部② 膝関節脱臼、膝蓋骨骨折

大腿骨骨頭・頚部・転子部③ 膝関節脱臼、膝蓋骨骨折

股関節脱臼① 膝関節の軟部組織損傷①

股関節脱臼② 膝関節の軟部組織損傷②

股関節の軟部組織損傷① 脛骨骨折、腓骨骨折

股関節の軟部組織損傷② 下腿の軟部組織損傷

大腿骨骨幹部骨折① 足部の骨折

大腿骨骨幹部骨折② 足部の骨折、

評

価

法

確認問題、定期試験の出題方法は国家試験にならい四肢択一または四肢択二とする。

授業中の確認問題、定期試験の結果により総合的に評価する。

大腿部の軟部組織損傷 足部の骨折、足部の軟部組織損傷

大腿骨顆上骨折、遠位骨端線離開、果部骨折① 足部の軟部組織損傷

大腿骨顆上骨折、遠位骨端線離開、果部骨折② まとめ

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

評

価

法

確認問題・定期試験・授業態度

腱板損傷・上腕⼆頭筋⻑頭腱 末梢神経障害

上腕骨遠位端部骨折 練習問題

前腕骨近位端部骨折 練習問題

肘関節脱臼 前腕以下の軟部組織損傷

肘関節脱臼 前腕部の軟部組織損傷

前腕以下の脱臼 末梢神経障害

前腕骨遠位端部骨折 肘関節部の軟部組織損傷

胸鎖関節・肩鎖関節脱臼 前腕部の軟部組織損傷

肩関節脱臼 前腕部の軟部組織損傷

上腕骨近位端部骨折 肘関節脱臼・肘内障

上腕骨骨幹部骨折 肩関節部の軟部組織損傷

前腕骨遠位端部骨折 肩関節部の軟部組織損傷

ガイダンス 手根骨骨折

鎖骨骨折 指骨骨折

上腕骨近位端部骨折 手関節以降の脱臼

国家試験にむけて内容を理解する。

柔道整復学理論 柔道整復学実技 解剖学 国家試験問題集 授業の復習

授業概要 授業概要

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

2022年度 シラバス

授業科目名 3学年 指導担当者名

講義

前期/後期

臨床柔整ⅢB 夜間部 佐藤 由奈 60（２）

【実務経験】おおはし整形外科医院勤務（2016．4〜2020．3） 仙台接骨医療専門学校付属接骨院（2020．4〜）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

１・２年生で学習した骨折・脱臼・軟部組織損傷を復習しつつ

認定実技・国家試験に対応できる知識を習得する

【到達目標】

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

2022年度 シラバス

授業科目名 ３学年 指導担当者名

講義

後期

臨床柔整ⅢC 夜間部 佐藤 真希 30（1）

【実務経験】岩佐接骨院（1998年4⽉〜2002年３⽉）、仙台接骨医療専門学校付属接骨院（2002年４⽉〜）

国家試験合格に向けて各論内容を復習する。また鑑別すべき疾患にも触れる。

【到達目標】

外傷ごと損傷機序、症状、治療が理解できる。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

学校協会配布 柔道整復学 予習をするのが望ましい。

授業概要 授業概要

頭部・体幹

頭部・体幹

頭部・体幹

頭部・体幹

上肢

上肢

上肢

上肢

上肢

下肢

下肢

下肢

下肢

下肢

下肢

評

価

法

定期試験結果の他、小テスト、授業態度、欠席状況も評価とする。

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

２０２２年度 シラバス

授業科目名 ３学年 後期指導担当者名

社）全国柔道整復学校協会 「施術の適応と医用画像の理解」

柔道整復術適応の臨床的判定 夜間部 30（2）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

問診、視診、触診、徒手検査テスト法をふまえ、全身状態の確認、局所の確認、合併症の確認などスムー

ズに対応できるように学んでいく。また医用画像Ⅹ線読影、超音波観察装置を用いた実際の操作・読影な

ど、理解できるように実践形式で進めていく。

【到達目標】

柔道整復術の適応について学ぶ。臨床所見から判断して、施術の適する損傷と適さない損傷を的確に判断できる能力を身に付け

る。また、安全に柔道整復術を提供するための医用画像を理解する知識と能力を身につける。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

岩佐 和之
講義

授業概要 授業概要

「認定実技に向けて」骨折・整復．固定．包帯

「認定実技に向けて」骨折・整復．固定．包帯

       卒業試験

「認定実技に向けて」アキレス腱．足関節．下腿．

大腿部

P１~8．柔道整復師の適否を考える

P9~21. 損傷に類似した症状を示す疾患

ｐ23~36. 血流障害を伴う損傷と末梢神経損傷

を伴う損傷

ｐ37~48．脱臼骨折・外出血を伴う損傷

ｐ49~57．病的骨折および脱臼・意識障害を伴う

損傷

評

価

法

リポート提出

【実務経験】岩佐接骨院（1977年4⽉〜）

ｐ121~125．超音波画像装置の概要（原理・装

置・アーチファクトの実際・運動系画像）

超音波画像の実際・骨折・脱臼・打撲・筋挫傷

（肉離れ）・その他

超音波画像の実際・骨折・脱臼・打撲・筋挫傷

（肉離れ）・その他

ｐ59~65．脊髄症状のある損傷

ｐ67~80．呼吸運動障害を伴う損傷・内臓損傷の

合併が疑われる損傷・高エネルギー外傷

ｐ83~121．医用画像．Ⅹ線とは．主要部位の撮

影法．画像のデジタル化．ＣＴの概要．MRIの

仙台接骨医療専門学校仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

評

価

法

単位認定試験５０％（国試対策試験）、実技試験５０％（検査法、整復法、包帯固定法）

「足関節外側靭帯損傷」病態、整復、局所副子固定

法実技試験

「アキレス腱断裂」検査法、包帯固定法・金属副子

の形成（下腿近位〜趾先）

「第５中手骨頚部骨折」検査法、副子の作成、包帯

固定法

「手第２指PIP関節背側脱臼」整復法、アルミ副子背

側固定法

「下腿骨骨幹部骨折」包帯固定法（クラーメル副子

の形成、固定法）実技

「肋骨骨折」厚紙副子の作成、包帯固定法

夜間部

【使用教材、参考文献等】

2022年度 シラバス

「肘内障」検査法、整復法、整復法実技試験

授業概要 授業概要

「鎖骨定型的骨折」検査法、徒手整復法、厚紙副子

の作成、固定法

〃 実技試験（ 厚紙副子、リング固定、８字帯を

使った固定 ）

「肩鎖関節上方脱臼」検査法、Tossyの分類２・３

度、整復法、副子の制作、テープ固定

「上腕骨外科頚外転型骨折」検査法、徒手整復法、

評価

「上腕骨骨幹部骨折」ミッデルドルフ三角副子を

使った固定法、実技試験

「肩関節前方脱臼」（烏口下）検査法、整復法、副

子の作成、包帯固定法、〃実技試験

「Colles骨折」徒手整復法、包帯固定法、金属副子

の形成、副子制作、整復法実技試験

「肘関節脱臼」（両骨後方）、整復法、包帯固定法

（金属副子の形成）、〃実技試験

指導担当者名

岩佐 和之
実技

【実務経験】岩佐接骨院（1977年4⽉〜）

社）全国柔道整復学校協会 柔道整復学（実技編） など

【準備学習・時間外学習】

授業科目名

柔整実技ⅢＡ

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

問診、視診、触診、徒手検査法をふまえ、全身状態の確認、局所の確認、合併症の確認、徒手整復法における

患者の肢位、助手の位置操作、術者の位置、把握部位、固定における肢位、固定材料の用意、固定包帯法、包

帯固定後の神経血管損傷の確認などスムーズに対応できるように学んでいく。

【到達目標】

認定実技審査に対応できる知識と技術を習得し、臨床に沿った実技、保存療法を学ぶ。

30（１）

前期３学年

仙台接骨医療専門学校仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

膝関節(側副靭帯 十字靭帯 半月板 内側側副靭帯)

下腿三頭筋肉ばなれ アキレス腱断裂

足関節外側側副靭帯 下腿骨幹部骨折

包帯法

評

価

法

中間試験、定期試験

大腿部打撲・肉ばなれ 大腿四頭筋 ハムストリングス

柔道整復理論 柔道整復実技 授業の復習

授業概要 授業概要

鎖骨骨折

上腕骨外科頸骨折

上腕骨骨幹部骨折

コーレス骨折

第5中手骨頸部骨折 肋骨骨折

肩鎖関節上方脱臼

肩関節烏口下脱臼 

肘関節後方脱臼

肘内障 示指PIP関節背側脱臼

肩腱板損傷 上腕⼆頭筋⻑頭腱損傷

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

国家試験で重要な必修問題を理解する。内容を深く理解できるよう学習する。

【到達目標】

必修問題における知識を身に着ける。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

【実務経験】 仙台接骨医療専門学校付属接骨院(2010年4⽉〜)

2022年度 シラバス

授業科目名 3学年 指導担当者名 後期

柔整実技ⅢA 夜間部 江⼾ 敬之 30（1）
実技

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

膝関節内側側副靱帯損傷

（Ⅹサポートテープ固定）
腰部の軟部組織損傷・腰部の疾患

足関節外側靱帯損傷

（バスケットウィーブテープ固定）
頭部・体幹の骨折・脱臼・軟部組織損傷復習

評

価

法

定期試験（出席率・受講態度を総合的に含めて評価する）

医療面接と身体診察法 頸椎脱臼・胸椎脱臼

医療面接と身体診察法 頸部捻挫・頸部の疾患

臨床実習前施術試験 胸背部の軟部組織損傷

下腿三頭筋損傷（肉ばなれ）
肋骨・肋軟骨・胸骨骨折

胸肋関節・肋間筋損傷・胸背部打撲

足関節外側靱帯損傷 頸椎骨折

医療面接と身体診察法 胸椎骨折

膝関節側副靱帯損傷 頭蓋骨骨折・眼窩底破裂・上顎骨骨折

膝関節十字靱帯損傷 頬骨・頬骨弓・鼻骨・鼻軟骨・下顎骨骨折

膝関節半月板損傷 顎関節脱臼（前方・後方・側方）

上腕⼆頭筋⻑頭腱損傷 全項目復習

ハムストリングス損傷（肉ばなれ） 全項目復習

大腿四頭筋打撲 全項目復習

（社）全国柔道整復学学校協会  柔道整復学（理論編・実技編） 次回の予習、授業内容の復習。

授業概要 授業概要

肩腱板損傷
足関節外側靱帯損傷

（フィギュアエイト・ヒールロックテープ固定）

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

認定実技試験のスムーズな実施を目的とする。骨折・脱臼の整復と固定、軟部組織の検査法、テーピングを行う。外部実習に臨むにあたって

の心構えを体得し、医療面接と身体診察法を理解し実践できることを目的とする。試験終了後は頭部・体幹の骨折・脱臼、体幹の軟部組織損

傷を柔道整復術を用いて適切な処置を施せることを目的とする。また、誤った施術により身体に悪影響を及ぼす可能性があることをしっかり

と自覚させる。

【到達目標】

認定実技試験の口述、一連の動作をマスターできる。外部実習での医療面接と身体診察法の意義を理解し、その技法を実践できることを目標とする。頭部・体幹の骨折・脱

臼、体幹の軟部組織損傷を理論的に理解し、損傷程度を見極めたうえで、整復、固定、後療法の適切な処置を施せることを目標とする。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

【実務経験】仙台接骨医療専門学校付属接骨院（２００８年４⽉〜）

２０２２年度 シラバス

授業科目名 3学年 指導担当者名 前期/後期

柔整実技ⅢB 夜間部 高橋 怜往 60（2）
実技

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

評

価

法

・レポート提出

機能訓練で提供する運動と要点

機能訓練で提供する運動と要点

機能訓練で提供する運動と要点

機能訓練で提供する運動と要点

機能訓練で提供する運動と要点

高齢者の外傷予防対策

柔道整復師と介護保険

柔道整復師と介護保険

柔道整復師と機能訓練・機能訓練指導員

柔道整復師と機能訓練・機能訓練指導員

機能訓練とリハビリテーション

高齢者の外傷予防の概説

高齢者の外傷発生要因

高齢者の転倒

高齢者の転倒外傷・転倒予防

 柔道整復師の業務が高齢者の外傷予防につながるように、柔道整復師と介護保険、機能訓練、機能訓練指

導員との関連性、機能訓練の実際についてを理解する。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

・柔道整復師と機能訓練指導員 機能訓練指導員養成テキスト 授業内容の復習

授業概要 授業概要

30（1）

【実務経験】 仙台接骨医療専門学校付属接骨院(2010年4⽉〜)

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

 柔道整復師の業務が高齢者の外傷予防につながるように、柔道整復師と介護保険、機能訓練、機能訓練指

導員との関連性、機能訓練の実際についての学習をする。

【到達目標】

2022年度 シラバス

授業科目名 3 学年 指導担当者名

実技

後期

高齢者の外傷予防 夜間部 江⼾ 敬之

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回 回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

【実務経験】仙台接骨医療専門学校付属接骨院（1983.4〜1986.3）、⾦澤接骨院（1986.4〜）

【使用教材、参考文献等】

日体協の教本 その他

【準備学習・時間外学習】

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

運動生理学を熟知し競技者の外傷の発生要因、予防対策を知り、次に全種目のメディカルチェック、コン

ディショニンの方法、最後に種目別の外傷予防で終わります。

【到達目標】

メディカルトレーナーとしての最低限の知識と実技の修得

３学年

夜間部

授業科目名

競技者の外傷予防
実技

指導担当者名

金澤 錬太郎 30（１）

前期/後期

2022年度 シラバス

外傷予防に必要なコンディショニング方法

授業概要 授業概要

運動が生体に与える影響

運動とエネルギー代謝

運動と骨・筋肉

運動と呼吸・循環

運動とホルモン

競技者の運動生理学的特徴

競技者の外傷予防の概要と発生要因

外傷の予防対策

メディカルチェック−評価と測定

評

価

法

定期試験

テーピング実技

種目別外傷予防（柔道．水泳）

種目別外傷予防（バスケット．サッカー）

成⻑期の外傷予防（オスグット）

高齢者の外傷予防

仙台接骨医療専門学校



開講区分

時間数

 （単位）

回

1

2

3

4

評

価

法

レポート、実習日誌等で行う。

認定実技審査項目を中心とした柔道整復術の総合実習

外部実習前指導

外部接骨院における実習

柔道整復学理論編改訂第７版・配布資料

授業概要 備考

１．２年生の総復習 左記４単元を45時間で行う

【実務経験】 接骨院にて柔道整復師として勤務

【授業の学習内容と心構え】（実務経験のある講師・教員がどのような授業を実施するかを具体的に記載）

柔道整復師として必要な知識と技能を習得するべく、認定実技審査の審査項目を中心として、実際の現場で行われる評価・施術

（整復、固定、後療法）・指導管理までの柔道整復術の習得を目指す。その際に患者への接遇や助手への指示もあわせて学んで

いく。１，２年次の臨床実習の総復習も行っていく。

また、外部の接骨院への実習も行う。

【到達目標】

これまでの実技や実習で習得した知識や技術を応用し、臨床現場で通用するレベルに到達する。

実際の現場で、実習指導者の元、施術の介助を行うことができるようになる。

【使用教材、参考文献等】 【準備学習・時間外学習】

２０２２年度 シラバス

授業科目名 3学年 指導担当者名

実習

前期/後期

臨床実習 夜間部 島⾕・佐藤・⾼橋・江⼾・橋本・佐藤ほか 45（１）

仙台接骨医療専門学校



夜間部 2 年⽣は２０２２年度以降、夜間部 1 年⽣は

２０２１年度以降、授業を開講していないので、夜間

部 2 年⽣に関しては 2021 年度、夜間部 1 年⽣に関し

ては 2020 年度のシラバスを公開しています。 
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